
下笠居地区総合型スポーツクラブ
ファイブカラーズ

実 践 発 表



【クラブ設立(名称変更)】
令和４年１０月１０日
下笠居校区青少年健全育成
住民協議会を母体に再設立



【設立】
平成１７年４月
老人会を母体に設立
與田 康子 代表

(クラブマネジャー)
【会員数】
大 人 ８１人
子ども ３４人
合 計 １１５人
平均年齢 ７０歳
※平成２１年時点

総合型地域
スポーツクラブ
ふれあい一番地



・コミュニティ協議会
・連合自治会
・地域安全推進協議会
・社会福祉協議会
・民生児童委員協議会
・保護司会
・少年警察補導員
・白寿会連合会
・交通安全母の会
・子ども育成連絡協議会
・婦人会
・体育協会
・高松市少年育成委員
・下笠居駐在所

・下笠居中学校
・下笠居中学校ＰＴＡ
・下笠居小学校
・下笠居小学校ＰＴＡ
・下笠居こども園
・下笠居こども園 保護者会
・下笠居東部保育所
・下笠居東部保育所 保護者会
・下笠居コミュニティーセンター
・高松市消防団下笠居分団
・下笠居地区女性防火クラブ
・下笠居おやじの会
・下笠居無名会(青年会)

【下笠居校区青少年健全育成住民協議会構成団体】

・下笠居地区総合型スポーツクラブ





こどもの居場所づくり 安全ポスターコンクール こ ど も キ ャ ン プ

あ い さ つ 運 動 親 子 花 壇 整 備 キャリア教育(出前授業)





陸 上 バドミントン



総合型地域スポーツクラブを
立ち上げようと思った主な理由

１ .生徒数減少に伴う部活動の縮小

４.部活動の為に越境する生徒が急増

２ .現状の環境に疑問を抱いていた
３.保護者の負担に限界を感じていた



１ .生徒数減少に伴う部活動の縮小

生徒減に伴い部活動の存続が危ぶまれた。
特に団体競技は、試合や大会まで出れない
事態に至った。

学校(先生方)にご尽力いただき、現在は継
続されている。
・近くの中学校との合同チーム結成
・ハイブリット選手による出場 etc.



２ .現状の環境に疑問を抱いていた

【❶指導者】※あくまでも私の主観です
①無資格な指導者(保護者)が多くみられた
②勝利至上主義になっている
③１人１種目を強要する(土・日の拘束等)
④一部のハラスメント(暴言)や体罰など
⑤原則、無報酬やボランティア状態
⑥飲酒喫煙や無保険等のモラル意識低下

etc.

現状の環境とは大きく２つに分かれます。



①有資格者のコーチに指導依頼
②勝つ事よりも楽しむことを重視
➡本格的に学びたい場合はクラブを紹介

③１人何種目でも受講可能に(参加強制なし)
④ハラスメントや体罰厳禁の規定へ
⑤協議のうえ、少額ながら謝金をお支払い
⑥コンプライアンス遵守(悪しき前例無効)
【❷施設使用】
①空いている公共の施設を使用させて貰う

①調整中(協議中・条令改正等が必要)



３.保護者の負担に限界を感じていた

共働き世帯の増加・所得格差の拡大等によ
る時代の変化や、保護者間の温度差による
トラブルで、子ども達の意に反して習う競
技が限定されている。

特定の条件を前提に、保護者の負担や月謝
の低減を設定。また、保護者間のトラブル
防止策もルール(規約)も盛り込んだ。



保護者間で起こった過去のトラブ
ルや関係者(指導者・施設管理)
専門家(スポーツ関係者・弁護士
等)の助言を参考に作成

特 定 の 条 件 ①



スポーツだけではなく、人間
的成長と子ども達に必要な豊
かな体験(経験)を前提に、年
に数回の奉仕活動参加や行政
の補助金等に頼るのではなく
自分達で運営資金を得る活動
に親子で参加して貰う。

特 定 の 条 件 ②

地域の夏祭り

にブース出店

自 ら 育 て た

花の苗を販売



出店したブースの収益で、バドミ
ントン用具一式や老朽化していた
小学校のハードル・ラインカー等
を購入し、小学校の授業にも使用
して貰っている。



４.部活動の為に越境する生徒が急増

やりたい競技(部活動)が無いため、虚偽の
申告をしてまで、他の中学校へ越境する生
徒が急増した。多い年にはクラスの３分の
１もの生徒が越境してしまい、残された部
活動も存続の危機に至ってしまった。

生徒と保護者の意見をまとめ、中学校に無
い陸上とバドミントンからスタート。
その甲斐もあり越境する生徒が激減した。
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陸 上 バドミントン

移動駄菓子屋花壇整備

こども教室(居場所作り)

夏休みキャンプ 奉仕活動キャリア教育 しもっこ食堂

やりたい時に！
やりたい人と！
やりたい事を！



M e r i t D e m e r i t

①初心者からでも楽し
めている。

②他校の生徒と交流と
視野が広がった。

③地域団体との交流や
イベントが増えた。

④保護者間のコミュニ
ケーションが増えた。

①能力に応じた練習が
難しい。

②施設使用に制限があ
るため、天候に左右
される。

③運営が各種団体と掛
け持ちのため、会合
等に参加しにくい。



本発表はあくまで一例です
参考程度に留めてください

ますと幸いです

ご清聴
ありがとうございました
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